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孟∫吟は．勤鋳争動．長潮如くタ

やすい賄ウく易ことた・七鋸で攣t
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官
強
食
軍
曹
ユ

泰
が
星
田
か
ら
は
じ

ま
り
ま
し
琵
二
警
誓
車
線
ノ
露
草

す
り
。
中
線
が
喜
盲
行
い
ま

、
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中
根
氏
　
四
国
で
白
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力

買
い
取
り
契
約
の
中
断
と

い
う
事
態
は
起
き
な
い

…か。

大
野
靖
紀
林
業
振
興
・

蔓
千
三
∵
二

面
の
太
陽
光
発
電
を
除
い

モ
新
た
な
契
約
申
心
込
み

だ
つ
い
て
可
否
の
回
答
を

保
留
す
る
と
、
．
四
国
電
力

が
発
表
し
た
。
県
内
で
進

め
ろ
れ
て
い
る
民
間
な
ど

の
事
業
計
画
に
も
支
障
が

生
じ
、
普
及
拡
大
の
動
き

に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て

い
る
。
今
後
の
見
通
し
な

ど
に
つ
い
て
、
四
電
か
ら

し
っ
か
り
と
説
明
し
て
も

ら
う
考
え
だ
。

中
根
氏
　
と
さ
で
ん
交

通
へ
県
職
員
の
派
遣
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。
中
央

地
域
の
公
共
交
通
改
善
に

対
す
る
協
議
機
関
立
ち
上

げ
の
進
行
状
況
は
。

岩
城
孝
幸
副
知
事
　
業

務
に
直
接
従
事
す
る
働
員

の
派
遣
は
考
え
て
い
な
い

が
、
公
共
交
通
事
業
の
改

善
策
を
協
議
す
る
場
に
積

自
然
エ
ネ
買
電
中
断
は

普
及
へ
の
支
障
懸
念
翻
解
語

極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
県

の
役
割
を
果
た
し
た
い
。

協
議
メ
ン
バ
ー
は
、
関
係

自
治
体
と
同
社
に
加
え
、

学
識
経
験
者
ら
を
想
定
し

て
お
り
、
事
務
局
は
同
社

内
に
設
置
予
定
。
路
線
再

編
の
検
討
や
利
便
性
、
収

益
性
の
向
上
を
図
る
具
体

策
の
検
討
な
ど
を
行
う
。

中
根
氏
　
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
つ
い
て
の
計
画

策
定
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

井
奥
和
男
地
域
福
祉
部

長
　
教
育
委
員
会
な
ど
と

連
携
し
、
貧
困
対
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
取
り
組

み
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
全
国
と
帝
離
（
か
い

り
）
す
る
改
善
す
べ
き
指

標
も
あ
る
の
で
、
有
識
者

か
ら
意
見
を
も
ら
う
な
ど

実
効
性
の
あ
る
計
画
と
な

る
よ
う
留
意
す
る
。
本
県

＼、－オー－－－

の
実
態
調
査
に
基
づ
く
独

白
の
指
標
設
定
の
必
要
性

な
ど
も
計
画
づ
く
り
の
中

で
検
討
す
る
竹

上
暴
牙
打
者
－


